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チ ヨツト*ひ とこと

最
近
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きた。お もに国有林 を見て回ったが、巨大な ダグラスファー、

ウエ スタンヘム ロ ックが文字 どお り林立す る原生林の迫力 には

圧倒 された。かつての北海道 も、 こう した巨木 に覆 われてい た

ので あろう。 また、国有林 には必ず ビジ ターセ ンターがあ り、

職員(女 性が多 い)が 親切 に対応 して くれる。住民 をシ ャッ ト

ア ウ トした 日本 の営林署 とは大 きな違 いだ。

つ ぎに、キ ャンンピングカーの多 さに も驚 か された。大 自然 の中の片側3・4車 線

のハ イウエーを時速120キ ロ前 後でひた走 る彼 ・彼女 らを見てい る と、 自然 に対 す る

熱い思いが伝わ って くる と同時に、い ささか奇妙な気分 になった ものだ。実際 、訪問

者が増 えす ぎたため に、対策 と して実験 的 に3ド ルの利用料 を徴収 してい る国有林 も

あ る。

しか し、アメ リカ人の 自然好 きは 、日本の オー トキャンプブームの ような付 け焼 き

で はな く、子供の頃か らの体験 によって身 についた ものであ る。 こう した 自然へ の強

い愛着が 、アメ リカの分厚 い自然保護制度 を支 えて いるので ある。

こんな ことばか り書い ている と、何 を調査 して きたのか と怒 られそ うなので 、少 し専 門的な

話 を しよう。

最 近のア メリカの 自然保護 は、生態 的知識 の応用 、科学者 との協働 、計 画の絶 え ざる見直 し

な どを内容 とす る生 態系 管理(エ コシステム管理)が 中心 となっている。 しか し、生態系管理

とは 、いか にも抽象的で分か りに くい。そ こで、それ を具 体化 したのが、流域 管理であ る。 こ

れは 、あ る河川 に雨水が流れ込む範囲(集 水域)を ひとつの単位 と して、河川環境維持 を 目的

に、森林 、湿地 、氾濫原 、農地、市街地、海岸、干潟、魚類 ・野生生物生息地、レクリエーショ

ン地域 な どを総合的 に管理す るものであ る。 しか し、流域管理 にとって もっ と重要 な

ことは、関係す る連邦 ・州 ・郡の行政機関、民間団体 、住民 、イ ンデ ィア ン部族 な ど

が一堂に会 し、協力関係を築 くとい うことである。住民参加が流域管理の基本である。 畠 繁
け

が照 蔽繍面犠 鵬灘鴇蹴 繍 鋸;∵ 磐 喋
に27の 流域管理計画が承認をうけていた・また・住民がボランテ ィア活動や飴 集め 武 春

に飛び回 り、一度埋め立てられた公園内にサケの潮上する河川 を蘇らせた個所 を実際

に案内 して もらった。 躰 で も、測1局 や林野庁が流域 管理 を口 にしてし・る。しか し、 道 考

言 葉 は似 てい るが 、中身は全 く違 う。そ こには、こう した住民参加の思想が全 く欠け

てい るか らで あ為。(副 会長 ・小樽市在住)
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論 説

『トドの回遊生態 と保全』 の刊行

野生生物保護学会会長 和 田 一 雄

今年、私達の若 い仲 間が中心 になって最近 の調査 をま とめ たのが この労作であ る。

トド研究は 日本では まだや っと緒 についた段 階にある。海獣談話会 として1970年 ～80年 代 に

断続的 に北 海道周辺海域 で生態 ・保全 に関する研究 を行 ったが 、その後少 し途切 れた。最近5

年間北海道大学水 産 ・獣医両学部の大学院生 を中心 に帯広畜 産大学 、酪 農学 園大学 、 日本獣医

畜産大学、 日本大学等の学生 、大学院生 も含めて若 い力が精力 的に調 査 した。

漁業被害のため躯除 され る トドを極力回収 する ことが主要 な調査 活動 であった。そ れ故 、胃

内容物 、生殖器、寄生虫 、頭骨 、生体計測 による食性 、繁殖 、寄 生虫、発育に関す る研究が行

われた。 これ らは水産庁や道庁 の調査費 に基づいたが、回遊生態 を明 らかにする組織立 った海

上調査 は出来 なか った。 そ して、なぜ か漁業被害の具体的情 況、各漁家への経 済的影響 の調査

は行政か ら求め られなか った。

今 回のま とめで 、本格 的に トドの食性が羅臼沖 を中心 として海況や魚類群集 との関係で明 ら

かに された。又、1995・96年 に海獣談話会 とロシアの共同で行 った千島の トドパ ップの標識付

け も含めて、北海道周辺 でのサハ リン ・千 島両系統群の混合 についてや っと議論が出来る よう

になった。

トド被害 の実態 を少 しで も明 らかに したい と思 ったが、その原資料 にあ たる、いつ ・どの海

域 で ・どの位の トドが躯 除 されたか ・どの程度 の被害があ ったか の原簿が道庁 には残 されてい

なか った(お そ ら く廃棄 された)。 各種資料 や論文 を参考 に してい くつ か結論 を出 した 。(1)ト

ド被害は個体数の激減の時期か ら顕著にな り、 トドが増加 して被害が 出るので はない。おそ ら

く魚類の と りす ぎと関係す る。(2)ト ド躯除は被害軽減 には無関係 である。 さらに、1958年 か ら

現在 までの躯除数は23,000頭 に達 し、 これが千 島系統群激減 の主要 因であるこ とを指摘 した。

では、 どうした らよいかにつ いて私 達 は多 くの問題 点 を記

したが、生態 ・保全 に関す る基礎 的研 究 を重 視 して研 究者 集

団 を育てるこ とが緊急 に必要 である ことが結論の1つ であ る。

トドの躯 除やゼニガ タアザ ラシの定 置網 での溺 死 は北 方 四島

の個体群に甚大 な悪影響 を もた ら してい る こ とか らして も研

究は 日露共 同が必然で ある。

私達海獣談話会は1991年 か ら現在 まで サハ リンのチ ュ レニ

イ島、コマ ン ドル スキー諸島、 千 島列 島中 ・北 部 で鰭脚類 調

査 を行 って きたが、 トドと同 じアシ カ科 の オ ッ トセ イにつ い

て比較のため にオス、 メスの社会 生態 、パ ップの 死亡要 因分

析の3篇 ものせ た。

北 海道周辺 に しかい ない 、人 間か らい ためつ け られ てい る

鰭脚類 の調査 ・研究の拠点が道 内 に作 られ 、若者 が育 つ こ と

を望 まず にはい られ ない。
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論 説

国後島 目羅臼山の植生

副 会 長 佐 藤 謙

この夏、「北方四島 ・国後島 ・爺爺岳(ち ゃちゃだけ)専 門家交流訪問団(勝 井義 雄 団長 、

北方 圏火 山研究会 ・朝 日新聞社 ・テ レビ朝 日グルー プ共催)」 の一員 として 、初 めて 国後 島 を

訪 れるこ とがで きま した。爺爺岳の植物 は日ロ共 同研究 と して別 に発表 しますので後のお楽 し

み と してお き、ここで は、滞 島最終 日に観察 した羅 臼山r(メ ンデ レーエ フ火 山、標 高856m)

の植 生につ いて紹介 しま しょう。

羅臼山は、島最大 の居住地 、古 釜布(ユ ジ ノク リリス ク)の 南西 側 に近 くあ り、北東方 向の

爺爺岳 とはかな り離 れてお ります 。 この火山は、記録 上は1880年 に爆発 しただけ と言 われてお

りますが、現在で も山腹の4つ の硫気孔原か ら常 に硫 気が噴出 し、監視が必要 な火山 とされて

お ります。

8月4日 、当 日は国後島 において年 に3日 ほど しか ない とい う30度 を越 える真夏 日で した。

古釜布港 か ら砂利道 をバ スで約20分 、羅臼山の東麓 、標高約30m地 点 か ら沢沿 いの歩道 を歩 き

始 め ました。約1時 間で標高80mの 温泉 に到着 、早速 、わ き出る85度 の熱 泉 に沢水 を加 え、露

天風 呂を楽 しむ人が ほ とん どで した。その間にまだ仕事 を しよ う、 さらに上流 の硫気孔 原 まで

さかのぼ り、ガスを採集 しようとい う火 山ガス調査班 、それに同行 させて もらい ま した。大急

ぎで大汗 をか きなが らの沢登 り、約40分 で標 高約180mに ある硫気孔 原 に達 しました。このルー

ト沿の植生概 況は、以下の通 りです。

バ スか ら眺めた山麓部は、林冠で トドマ ツとダケ カンバが多 く、林床で クマ イザサが優 占す

る針広混交林 に覆われてい ま した。 この林 は、樹 高が比較的低 く、かつ て伐採 され た森林 と感

じま した。 しか し、歩道 を歩 き始め ます と、アカエ ゾマ ツの純林が続 き、わずか に トドマ ツが

優 占す る小 団林 も見 られま した。 これ らの林床で はクマイザサ 、チ シマザサ 、あるいは大型蘇

類 がそれぞれ優 占す る林床 タイプが認 め られ、他 にナナカマ ド、 ノリウツギ、ミヤマハ ンノキ、

コヨウラクツツジ、エゾ クロ ウス ゴ、オオバス ノキ、 イワツツジ、 ゴゼ ンタチバナ、ツルツゲ、

ツル シキ ミ、 ツルア ジサ イ、ツ タウルシ、 スギ カズ ラ、アス ヒカズ ラ、 ヒカゲ ノカズ ラ、 シラ

ネワラビ、ヤマ ドリゼ ンマ イ、 コイチ ヨウラン、キ ソチ ドリ、エ ゾスズラン、コイチヤ クソウ、

ミヤ マス ミレ、コ ミヤマ カタバ ミ、 コガネギ ク、 ダチ ョウゴケ、 オオフサ ゴケ、タチハ イゴケ、

チ シマシ ッポゴケ、ホソバ ミズゴケな どが見 られ ました。
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論 説

標高約180mの 硫 気孔 原は、総 じて 、強い硫気臭 、低 い土壌pH(強 酸 性)、 高い 地温 の立 地

環境 で した。硫 気孔 原の植生 は、硫気 を吹 き出す高温 で土壌pHが 低 い 中心 部か ら、地温 が や

や低 くな り土壌pHが やや高 くなる周辺部 まで、無 植被 地、 コメス スキ純 群落 あ るいは ス スキ

純群落、 イソツツジ群落、そ してハ イマ ツ群落の順 序で配列 していま した。 ここか ら稜線部 や

山頂部 を見上 げ ます と、ハ イマツ群落が沢筋にある硫気孔原 と山頂部 にか な り離 れて見 られ、

その間にア カエゾマ ツ林が成立 してい ます。すなわ ち、 まだ まだ森林限 界に達 していない標高、

200m未 満 の標 高であ りなが ら、ハ イマ ツ群落が成立 し、他の高 山植物 が生育 して い る ことに

な ります。 この理 由は、川湯硫黄 山など道内の硫 気孔 原 と同様 に、硫気の直接 的な害作用 と土

壌が強酸性 となる間接 的影響 によって普通の植物 が生育で きず 、その代わ りに、それに耐 える

ことがで きる高山植物が生育す るの だと考え られ ます。

ところで、登 山口か ら温泉 に至 る問、沢 に接 して しば しば、 しか しそれぞれは小面積ですが、

イソツツジ、エ ゾ ノマルバ シモツケ、シラタマ ノキ、モ ウセ ンゴケ、コメススキ、 ヒメスゲ、

エ ゾホソイ、時 にハ イマ ツな ど高 山植物が集中 して出現する ところが あ りま した。 これ らの場

所 は、土壌 表面が 白っぼ くなってお り、硫気孔原か ら流れる強酸性 の水 に影響 されている と考

え られ ます。 これ らは、硫気臭 は感 じられ ませんで したが、土壌 の性 質か ら一種の硫 気孔 原 と

言 えるで しょう。

さらに、沢沿い に冷温帯性 の落葉広葉樹 、ケヤマハ ンノキ(標 高50m)と ハ リギ リ(80m)

が見 られ ま した。 しか し、 これ らは単木 として出現 したに過 ぎませんで した。 ここの植生 は、

基本的 に、亜高 山ない し高山性 の植物群落か ら構成 され てい ると言え ます 。

羅 臼山の植生 は、全 く北海道 との共通種 、北海道 と共通す る植物群落か ら形成 されてい ま し

た。 しか し、この 島の 自然 は、国立 自然保護区の爺爺岳 だけではな く保護i区に指定 されてい な

い羅臼山で も、「あるが ままの 自然が残 され てい

る」、そ う強 く印象づ け られま した。素 直 に伸 び

た大形木か らなる アカエ ゾマ ツ林 に見ほれ てお

ります と、同行 した鮫 島惇 一郎 さん は 「北 海道

の森林 も50年 前 まで はこ うだ ったな」 と感慨 深

げ につぶやいてお りま した。 このつぶ や きは、

決 して忘 れる ことがで きませ ん。

エ ゾ ノマ ル バ シモ ッ ケ
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地域の 自然環境を考える 辻 政彦
動 植 物 に 素 人 の 私 が 、せ っせ と京 極 揚 水 発 電 所 予 定 地 に 通 う こ とに な っ て し まっ た 。 イ イ ジマ ル リ ボ シ

ヤ ンマ が 、北 電 の 環境 ア セ ス に よっ て発 見 され た とい う新 聞記 事 を読 ん だか ら で あ る 。 と に か く現 地 が

何 処 なの か とい う確 認 作 業 か ら始 め な くて は な らな い 。7月 初 め か ら、休 日 を利 用 して ペ ー ペ ナ イ 川 を

ウ ォ ッチ ングす る こ と に した 。

京 極 揚 水 発 電 所 の 問 題 点 は 、 ご存 じの よ う に、 泊3号 機 の増 設 に 伴 う余剰 電 気 を捨 て る 装 潰 と い わ れ

て い る 。現 地 で何 が 起 こ って い るか を報 告 した い 。

湿 原 周 辺 ・ペ ーペ ナ イ林 道 に は 、北 電 発 表 で 貴 重 種 の 動 植 物 が 多 い 。 そ の 中 に は 、 生 きた 化 石 とい わ

れ る ム カ シ トンボ 、北 限が 変 更 に な る か も しれ な い イ イ ジマ ル リボ シヤ ンマ 、 定 山 渓 で は じめ て 発 見 さ

れ た ジ ョウザ ン シジ ミ、 魚類 で は 、道 南 で は貴 重 な オ シ ョロ コマ 、植 物 で は 、貴 重 種 の ヤ チ ラ ン 、 エ ゾ

マ ンテマ 、札 幌 山 鼻 地 区 で は じめ て発 見 され た ヤ マ ハ ナ ソ ウ。 エ ゾ ム カ シ ヨモ ギ だ っ て ど う だ ろ う。 鳥

類 で は 、クマ ゲ ラ、 オ ジ ロ ワ シ 、 オ オ ワ シ 、 クマ タ カ等 もい る。 エ ゾ ヒ グマ に至 って は 、 そ の辺 を ノ ソ ノ

ソ歩 い て い る ら し く、 糞 が200メ ー トル 、 時 に は100メ ー トル お きに 山 を作 っ て い る 。 第 一 は 、 豊 饒 な 自

然 が破 壊 され る と言 うこ と。

次 に 、本 倶 登 山一 体 は 、新 第 三 紀 を基 礎 とす る地 質 で あ る。 凝 灰 岩 や 凝灰 質 集 塊 岩 を 主 体 とす る 火 山

岩 類 か らな る。 変朽 安 山岩 、緑 色凝 灰 岩 も見 られ る。 これ らの 地 質 は、 もろ く崩 れ や す い 。 そ の た め い

つ も崖 崩 れ が 起 き、 ペ ー ペ ナ イ川 の 川石 は 、 角張 っ た印 象 を受 け る。 こ ん な危 うい 地 質 の場 所 に 、411万

5000立 方 メ ー トルの 水 が 上 下 す る 施 設 をつ くっ て よい もの だ ろ うか 。 金 属 疲 労 な ら ぬ 、 岩 盤 疲 労 が 心 配

さ れ る。 適 地 と は思 わ れ ない と言 うの が 第 二 で す 。

第 三 は 、調 査 工 事 につ いて で す 。 下 池 の た め の 直 径2メ ー トル前 後 の 横 穴 ・縦 穴 の 地 質 調 査試堀 坑6本 、

無 数 の ボ ー リ ング跡 、地 下 発 電 所 の た めの 試 堀 坑 も掘 られ て い る 。 これ はす で に900メ ー トル 以 上 も掘 ら

れ て い る 。 上 部 池 の た め に は 、確 認 した もの だ けで 、3本 の 縦 穴 の 試堀 坑 が 掘 られ 、 調 査 済 み

のものの中には、すでに埋設 されているものもある。

植物の試験苗床もある。湿地には地下水監視施設 も付けられている。
道道京極定山渓線は北電の調査工事のために改良工事が行われてお り、下部は、おそ らく

アスファル トの道路になるものと思われる。中間部は、双葉ダムのサイ ト周辺がすでにアス
ファル トになっている。ペーペナイ林道入口までは、北電が発注者になり測量 を済

ませ、じゃまな木は伐採され、改良工事の準備がなされている。
ペーペナイ林道は閉鎖 され、北電の鍵で施錠されている。黙 ってはいると、 ど

こからか北電職員が現れ、入林許可証があるかと尋ねる。森林管理署は北電から

1個 の鍵 を預かっている。入林許可を取っても鍵は北電か ら借 りてほ しいという

始末。一一体誰の森林なのかと思う。すでに、土砂捨て場、採石場の下準備がなさ
れている。これらは、調査工事の範疇を越えていないのか と疑問に思う。

山奥のことで、人目には触れないが、ずいぶんの暴挙が進められていると思う・

「ハチの一刺 し」は、結構恐い。いつか一刺 ししてやろうと、地元でほぞを噛
んでいる。(倶 知安町在住)

北 罰
各地の

西 岡公 園のパー クゴル フ場 は ど うな ったか 山田 三夫
(西岡の自然を語る会代表)

9月22日 現在、札幌市が西岡公園内に計画していたパークゴルフ場は白紙撤回されたことをご報告 し

ます。これも多 くの皆さまをのご支援の賜物とお礼申します。しかし今回の問題は札幌市 と市民の問に

大 きな意識のズレがあって生 じたものであ り、い くつかの点を指摘 しておかなければならない。
は じめ市は計画を立てた理由を 「キャンプ場の施設充実」と言っていたのに、さまざまな団体か ら反

対の声が挙がるなかで 「お年寄 りの健康づ くりのため」一辺倒に変わっていった。 これは行政の情報公

開でいうところの 「説明のつかない計画」だったことを自ら認たことになるだろう・また町内会連合か
ら要望があったといってすぐに計画を立てる両者の関係 も大いに疑問だ。現に計画地に最 も近い町内会

では70%以 上が反対を訴えたのである。さらに札幌市は最後まで環境に影響はない し調査の必要 もない

としていたことだ。

上空からの写真を見るまで もなく計画予定地は、池を中心にしたコア部分を守 るバッファの役割 を果

し、ているのがわかる②バ ッファを消滅 させると生物生息域に大きな影響を与えるのは自明なのである・
.数:嶺、:φ,;専門家に憲見を聴騨たというが、これは環境アセスのスクリーニング段階で調査必要な しとした

獅 舛 麟 嚇 撚 レ燗 われる結論の出し方であったことも明記しておきた㌦1蹴 住)
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市 街 地 周 辺 の 乱 開 発 一一一一一一一… 一 一一 一 一 一 高畑 滋
(理 事)

札幌ll∫清川区清}1】川 ヒ流で乱開発が行われていると、協会にファックスによる市民からの投書があり

ました。地図に示 された場所に行ってみて驚きました。清田川が消えています。約5ヘ クタールの⊥地

が資材置き場造成のために埋め立てられている最中で した。宅地造成規制法区域ですが資材 置き場造成

で土取 り、盛 りニヒli二事が許ll∫されている表示があ りました。清田地区では大 きな宅地造:成が2ケ 所あっ

て、そこから出る切 り土を運んでいるようです。清川川はコンクリー トケーソンで トンネル排水にして、

深い谷を埋め ヴてて平らにする計画です。法手続きの ヒでは開発行為は認められているものですが、何

とも釈然としません。民有林の林地開発許可では特定開発行為の対象地の25%を 代替植林させることに

なっていますが、これも場所は特定せず、通常は川地周辺の隔障林として植林される例が多いようです。

河川周辺の林地は保護されるようになっていません。結 果として清川南公園から羊ケ.丘国有地までつな

がっていた緑の帯は断ち切られることになりました。生物は川の土流から移動 して きますが、途中で水

は トンネル排水にされ、河畔林は埋め立てられたのではつながりません。軽い火山灰台地を造成 した清

田団地では、1968年 十勝沖地震で、崩壊 ・陥没 ・泥流の大災害を起こした所です。 この痛い教訓 を周辺

土地利用の自然保護に生かさなければなりません。地域住民の問題として清田選出の市会議員にみて も

らい今後の課題としてもらいました。自然保護協会として力不足ではありましたが、問題の提:起には役

割を果たせたと思っています。これからも地域での監視をお願い します。(札 幌市在住)

導
旨
撃

二

『エ ゾ リスの通 る道』 のその後 … 福島 政幸
(帯広一市 公園と花の課)

帯広市の南部、帯広の森に隣接 して、大空団地を包み込む緑地帯がある。植樹か

ら30年余り経過 したこの緑地帯は、木々が ト分に生い茂 り、チ ョウセ ンゴヨウマ ツ

が多いせいか、その実を好物とするエゾリスが住みついている。 この緑地帯は市道

で分断されてお り、『エゾリスの通る道』は分断された緑地問をエゾリスが安全に往来でき

る よ う 、市 道Lに 架 け られ た エ コブ リ ッヂで あ る(平 成8年121j設 置)。

エ ゾ リス に渡 っ て も ら うた め に、 どん な構 造 が い い の か と思 い をめ ぐらせ て い る 時 に は 、 リ ス の 横 断

歩 道 と言 うべ きエ コ ブ リ ッヂ を本 当 に 渡 っ て くれ る もの な の か 、 人 間の 交 通 マ ナ ー を思 う と 自分 で も半

信半 疑 で あ っ た 。帯 広'市に は以 前か ら地 道 に 活動 を続 け て い る 市民 団体 の 『エ ゾ リス の 会 』 が あ り、 実

施 に 当 た っ て 、 貴重 な ア ドバ イ ス をい た だ い た 。 お か げ で 、 翌 年 の4月 に は 、 エ コブ リ ッヂ を渡 る エ ゾ

リ スの姿 を カ メ ラ に収 め る事 が で き、新 聞 な どで も大 き く取 り ヒげ て い た だ い た。

設 置 した 後 に 交 通 事 故 に会 お う もの な ら 、思 慮 が 足 りない とお 叱 りを受 け る の は 明 白 な 状 況 で 、 エ ゾ

リス に心 の 中で"あ りが と う"と 叫 ぶ の と 同 時 に 、 ホ ッ

と胸 をな で 下 ろ した 。 現 在 も、『エ ゾ リスの会』 の メ ンバ ー

が 観 察 を続 けて くれ て い る。

平 成10年11月 に は 、NHK教 育 テ レ ビ の 「サ イ エ ン ス

ア イ」 で も取 り上 げ られ 、 丸 太 の 吊 り橋 を通 学 路 と で も

して い る か の よ う に渡 るエ ゾ リ スの 姿 が ビデ オ で 紹 介 さ

れ た 。 他 の 自治 体 か らの 問 い 合 わ せ も複 数 あ り 、 新 た な

土 地 で 小 さ な命 を守 る事 例 と なっ た 事 は 喜ば しい 限 りで

あ る とと もに 、発 信 地 とな った 帯 広 市の 役 割 を レ分 に考

え て 行 きた い 。(帯 広市 在 住)
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あ ・ら ・か ・る ・と

国際シンポジウム

「北方四島の自然保護 を考 える」

北海道自然保護i協会では、1992年 から北方

四島の自然保護の重要性 を各方面に訴えてい

ました。北海道にかってあった豊かな自然が

北方四島には未だ残されていること、北海道

の自然史を考える上で千島列島 ・サハリンは

重要であること、この地域の自然を保護i出来

ないで北海道の自然保護はあ りえないこと等

の理由で、北方四島の自然保護に注目してい

ます。この度東京(9月28日)と 札幌(11月

20日)で シンポジウムと写真展を開 くことに

なりましたので、是非ご参加 ください。

日 時:1999年11月20日(土)

10:00～15:30

会 場:か でる2・7520研 修室

(札 幌中央 区北2条 西7丁 目)

会 費:無 料

プログラム

挨拶 大泰司 紀 之

午前:解 説

千島の自然史 五十嵐八枝子

千島の植物 佐藤 謙

沿岸生物保護iと漁業の関係

小城 春雄
き きゃく

鰭脚類の現状 と海洋生物圏保全

和田 一雄

昼食休憩;「 北方四島の自然」写真展

午後:解 説

極東 と北海道の渡 り鳥とその保護i

VladimirZykov

パネルデスカッション

『北方四島の自然を後世に伝えるために』

基調講演:

北方四島自然保護iの現状 と問題点

近藤 憲久

コーディネーター:

北海道自然保護協会会長 俵 浩三

主 催:北 方四 島の自然保護 を考 える会

北方 四島 自然 問題協議会

日本野 鳥の会

協 賛助成:世 界 自然保護基金 日本委員会

後 援:自 然保護 助成基金、北 海道 自然保護i

協 会、 日本生態学会、 日本生態学会

北海道地区会、 日本哺乳類 学会、野

生生物保護学会

申込連絡先:北 海道 自然保護i協会

Tel/Fax:011-251-5465

e-mail:nchokkai@jade.dti.ne.jp
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ウ トウの大量死 、根室 で も

6～7月 、 日本 海 に 浮 かぶ 海鳥 の 人繁 殖 地 の 天

売 島 をは じめ 、留 萌 か ら宗 谷 地 方 に か け て の 海1∵

に多 くの ウ トウが 死 体 とな っ て打 ち1げ られ た。

ウ トウは ウ ミスス メ類 で 、 北 海 道 な どで繁 殖 し冬

に 南 トす る海 鳥 で あ る 。 死 体 は北 海 道 人 獣 医学 祁

で 病 理 解 剖 され た が 、 決 め 手 とな る 原 囚 が 解 明 さ

れ な い ま まだ 。 そ の 後 、 ロ シア の サ ハ リ ンや 田後

島 て も 人 甲死 が あ った との こ と。

8月 卜旬 、根 室 の 春 川 岱 ネ ィチ ヤー セ ン ター に

行 っ た と き、油 汚 染の 海 鳥 の 保 。隻の 語 を して いた。

そ の 矢 先 、 「ウ トウ を海 岸 で 保 護 した 」 と連 絡

か 人 り、 瞬 ドキ リと した。 届 け られ た乃 を診 察

し、呼 吸 器痘 状 が 認 め られ たが 、 手当て の かい な

く死 亡 して しま っ た 。 同 セ ン ター の 調 査で 、 多 く

の ウ トウ の死 体 が 確 認 され 、 関係 者 は 大 あ わて に

な っ た 。

研 修 中 の 獣 医 学 ノi・ら と死 体 回収 に 出掛 け たが 、

2時 間 で 何 と242羽 を拾 っ た。 今 まで は 死 体:ばか

りで 、ノ>llllは4体 保:II隻が4羽 で初 め て の こ とだ っ

た が 、 数時 間 後 に死Lし た 。 死 亡 を覚 悟 して採lllL

す れ ば 、 原 囚解 明 の 重要 な 参 考 に な っ た は ず 、 と

反 省 す る こ と しき り。

ビザ無 し交流による

北方四島の自然写真展

北 ノ」四 島 には 、 北 海 道 で 少 な くな って し まっ た

貴 重 な 自然 が 残 って い ます 。

オ オ ワ シ、 オ ジ ロ ワ シ、 シマ フ ク ロ ウ、 エ トピ

リカ な どの 鳥 た ち 、 ラ ッコ 、 トド、 アザ ラ シな ど

の海 獣類 、そ して 可 憐 な高 山植 物 が 海 岸 近 くで 咲

き乱 れ ます 。 この 豊 か な 自然 をい つ まで も残 して

ほ しい と写 真展 を 企 画 しま した。

皆 様 お 誘 い合 わせ の上 ご 覧 ドさ い。

日 時1999年 ・1UJ15日(月)～19}1(金)

会 場 道月111皆 ・道 民 ホ ー ル

北 方 領 トコ ー ナ ー

主 催 北 海 道

協 力 ・北 力 四 島 の 自然 保 。蔓を考 え る 会 ・

北 方 四 島 自然 問 題協 議 会

藤

会員拡大キ ャンペーン

期間内に入会されると以下の特典がありま

す。是非、お知りあいの方をお誘いください。

◎期 間1999年12月 末日まで

◎上記期閤内に年会費を入金していただくと、

1999年度の会報(「NCHokkaldo」 年4回

発行)と 会誌(「北海道の 自然」年1回 発

行)が 無料配布されます。

◎入金された年会費は2000年 度の会費として

扱い、2000年4月1日 から正会員として登

録されます。
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1999年 自然保護学校開校のお知 らせ

当協 会 で は 、昨 年 に引 き続 き 自然 保 護 学 校 を開

校 い た し ます 。昼 の 開校 が 好 評 で したの で 咋 年 同

様 、 今 年 も昼 ・夜 と開校 す る事 に い た しま した。

私 た ち を取 り巻 く環 境 を良 い状態 に保 つ ため に、

自然 を よ く知 り、 自然 が大 切 で あ る事 を理 解 して

い た だけ る内 容 で 講 座 を組 み 、 第 一線 で ご活躍 の

方 々 に講 師 をお 願 い い た しま した 。

ス ラ イ ド、OHPな ど を使 い 、 分 か りや す い 内

容 に な ります ので 、 た くさん の 方 々の 参 加 をお 待

ち して お ります 。

1.会 場 か で る2・7510号 室 、 視 聴覚 室 、

210号 室

札 幌 市 中 央 区 北2条 西7丁 目

TelO11-231-4111(内 線36-111)

2.日 時 ・講 師

*昼 ・夜 と も 同 日 、同 室 で す が 、 諸 事 情 に よ り

曜 日、場所が変わってお りますから充分注意

して くだ さ い。

昼 の部10:00か ら12:00

夜 の 部18:30か ら20:30

11月10日(水)開 校 式

「国 後 島 に 見 た 自然」 鮫 島惇 一郎

(自然保護 学校校長 ・自然環境研 究室主宰)510号 室

き きゃく

19日(金)「 海の獣一鰭脚類を知ろう」

和田一雄

(野生生物保護学会会長)視 聴覚室

24日(水)「 川 の生 き物 た ち」 稗 田一 俊

(フ リ ー ラ ンス カ メ ラマ ン)510号 室

12月1日(水)「 続 ・動 物 医 の本 音 」 森 田正 治

(道東野生動物保護iセンター長)

210号 室

9日(木)「 渡り鳥は何処へ行く」大館和宏

(当協会理事)210号 室

閉校式 修了証授与

*事 情により講師の順序が変わる事があります。

3.会 費

資料代として昼の部 ・夜の部とも

般

北海道自然保護協会員

学

4.定 員

生

4,000円

3,000円

2,000円

(いずれも第1回 目の受付時に徴収)

昼 の 部50名 夜 の 部50名

5.申 込 方 法11月6日 ま で に 協 会 事 務 局 に お 申

し込 み く だ さ い 。

TEL・FAXO11-251-5465

「"一"一"一"一"一"一"一"一"一"一"一'"一"一 一"一"一"一"一"一"一"一"一"一.'一"一"1

}会 員の皆様に 「会員拡大」のお願い 会長 俵 浩 三{

i会 員の皆様 には・当協会の活動に関 し・い ろいろな面で ご支援 いただ き・あ りが とうござい ます・1

磁 デ1織膿盤 瓢髪鶏難 基旛1∵聾難寡鰍 譜 贈i
lの ご理解 と協 力に よる自然保護世論 の高ま りに支 えられ た賜で 、感謝 にたえませ ん.!

iし か し北海道の 自然保護をめ ぐって1ま、 まだまだ多 くの とりくむべ き課題 があ り・21世 紀に向かって・ よりよい!

1自 然環境 を残す ことは私た ちの責 務だ と思ってい ます ・その場 合に鞍 なのは・老ヒ会のいろいろな価値 観があるな1

ド1灘鍵羅 難ll諜灘1∴∴∴二∴∴∴i
iの 数年 、会員数が伸 び悩んでし、るのが難 です。 また不況の影響で残念 なが ら団体 会員は減 獅 」がみ られます ■

i会 員数が増大す れば活動 の基盤 も強 まり、社 会的な発言力 ・影勤 も・それに比例 して強 まって きます ・!

iい ま琳 会では 「会員拡大」 に とりくんでお りますが ・会員の皆 様 も・お知 り合し'の方を当協会へ入会する よう1

1讐塾 懸塑塾 箆 灘 麹讐蚤誕1雌1塾慰墨 』」
一10一
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*お 知 らせ コーナ ー*

自然観察会のご案内

「冬 の 野 鳥 観 察 」

カシラダカ、 ミヤマホオジロ、ア トリ等の冬鳥

と、カラ類、キツツキ等の観察。木の葉 も落ちて

鳥の観察には最適な時期です。

日時 ・集合場所:2000年1月22日(土)

北大苫小牧演習林入口

10時集合 解散12時30分

持ち物:防 寒着、図鑑、双眼鏡

「冬 芽 と野 鳥 観 察 」

春を待つ樹木の観察と冬鳥、カラ類、キッッキ

等の観察

日時 ・集合場所:2000年2月26日(土)

西岡水源地事務所前

10時集合 解散12時

持ち物:防 寒着、図鑑、双眼鏡

以上 のお問い合せ ・申 し込 み は

(社)北 海 道 自然保 護協会

札 幌市中央区北3条11丁 目加森 ビル5・6F

TEL・FAX(011)251-5465ま で

第6回 夏休み
自然観察記録=ン クール入賞者

応募数104点

審査 日1999年9月24日

審査 員 谷 博(北 海道新 聞野生生物基 金事務 局長)

俵 浩三(北 海道自然保護協 会会長)、

佐 藤 謙(同 副会長)、伊達佐重(同 常務理事)、

熊 木大仁(同 常務理事)、 福地郁子(同 常務 理

事)、大 久保 フヨ(同 理 事)、 鮫 島惇 一郎(自

然環境研 究室主宰)

露
伊藤 結美(恵 庭市立若草小学校 ・4年)タ ンポポの研究

魎
坂 尚憲(札 幌市立緑丘小学校 ・6年)く もの観察

秋葉 凛樹(函 館市立東山小学校 ・1年)な っとぼ くと虫 たち

薩
嶋崎

問

田

田

本

坂

本

政

樋

山

孝平(小 樽市立望洋台小学校 ・5年)

木に集 まる虫 しらべ

和優(札 幌市立緑丘 小学校 ・4年)だ んご虫の観察

詩織(札 幌市立太平 小学校 ・3年)カ イコの一生

駿(札 幌市立南 の沢小学校 ・3年)ア リジゴ クの観察

梢(釧 路市立旭 小学校 ・2年)し つげんのホ タル

択(恵 庭市 立若草 小学校 ・1年 〉 しぜ んのかん さつ

会費納入のお願い

会費納 入については 日頃 ご協力 をいただ

いてお りますが、未納 の方 は至急納 入下 さ

い ます ようお願いいた します。

個人A会 員4,000円

個人B会 員2,000円

(A会 員 と同一世帯の会員)

学生会員2,000円

団体会員1口15,000円

〔会費納 入方法 〕

郵便振替 口座02710-7-4055

北 海 道 銀 行 本 店(普 通)101444

札 幌 銀 行 本 店(普 通)418891

匪
三谷友理 恵(恵 庭 市立和 光小学校 ・6年)

4種 類の水 と切 り花の観察

内田健太郎(札 幌市立新発寒小学校 ・5年)中 の川の微生物

谷村 梨紗(札 幌市立緑 丘小学校 ・5年)

ア ゲハチ ョウについ て

内藤 格(札 幌市立共栄小学校 ・5年)ク ワガタの生態

稲葉 貴子(函 館 市立柏野小学校 ・4年)カ タバ ミのせ い しつ

大 泉 輝 晃(札 幌 市立新発寒小学校 ・4年)恐 竜 の不思 議

加藤 汐 里(紋 別市立潮 見小学校 ・4年)雑 草調べ

榊真 奈美(北 広島市立広葉小学校 ・4年)野 鳥観 察

光畑 元晴(中 富良野町 立宇文 小学校 ・4年)

トノサマバ ッタの成長記録

杉 原 航 太(旭 川市立西神楽小学校 ・3年)コ スズメの成長

曽我 章 太(札 幌市立清 田南 小学校 ・3年)

フ タホシコオロギのかん さつ記ろ く

竹中 諒(札 幌 市立 信濃 小学校 ・3年)昆 虫 日記

木戸浦大樹(函 館市 立北 美原小学校 ・2年)

すず虫かん さつ ノー ト

小.ヒ 拓 也(札 幌市立あいの里西小学校 ・2年)か ぶ と虫新聞

柴田 泰行(音 別町立音別小学校 ・2年)ぼ くの登山記 ろ く

二階堂鷹誠(道 教育大附属札幌小学校 ・2年)

アリのか んさつ 日記

田村 桃 チ(紋 別市立潮 見小学校 ・1年)く わが た にっき

望 月 礼 奈(別 海町立豊原小学校 ・1年)ひ まわ り

魎
北広島市立広葉小学校

札幌市立新発寒小学校

札1幌ll泣緑丘小学校

紋別市立潮見小学校
の¢o`

※ この紙は再生紙を使用 しています。
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